
第２節　墓　　碑

１　墳墓の移り変わり


　肉親知人の死を葬い、その埋葬の地に墳墓を作ることは、人間自然の感情に基づくことであったから、古くから広く行われてきた。
土　壙　墓
　死者を放置しないで、穴を掘り埋葬した古代の穴を土EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(こう),壙)墓という。


　弥生期の土壙墓が、高浜遺跡その他で数多く発見されている。
古　　墳
　３世紀の半ばから、有力な豪族たちが埋葬地に土を高く盛るようになった。時代は古墳時代となり、豪族の埋葬形式が時代の名称となったのである。


　古墳は死者とともに多くの副葬品を後世に残してくれた。羽合町にも、数々の文化遺産が発掘され、今我々はその遺産に感謝する。


　しかし、この墳墓の造成には多数の人々のばく大な労力を必要とした。


　大化２年（６４６）３月２２日に出されたという、孝徳天皇の詔勅の中にある「EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(すなはち),迺者)EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(わがたみのひんぜつす),我民貧絶)。EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(もっぱらはかをいとなむによる。),専由営墓。」という一文)は、当時の造墓によって多くの人々が貧困の極みに達したことを示している。

　日本書紀に記されているこの詔勅は、薄葬令とも呼ばれていて、身分に応じて墳墓の規模を定めたもので、全体的に制限と禁止の方向を示している。
古墳の消滅
　朝廷の、墳墓への制限と禁止の方針は、その後も貫かれたようで、およそ８世紀半ばには、造墳は終了に近づいたといわれている。
平安時代の墓
　平安時代の墓についてはあまり良く分かっていないとされている。ただ石造りの層塔、宝塔、五輪塔は平安時代後半に作られ、一部貴族等の供養塔、墓碑として建立されるようになった。


　羽合町に平安時代の墓は今のところ皆無である。

中世の墓
　武士が政治権力を把握した、鎌倉・室町の時代になると、戦いに死んでいった人々の死を弔って、五輪塔を立てることへの要求が強まり、一方で石工用のつち・のみの工具や技術もある程度進歩して、こうした世の求めに応じられるようになった。


　こうして中世には五輪塔がかなり作られた。高浜遺跡に今並ぶ五輪塔は中世のものである。


　また、石工技術の進歩に伴って、鎌倉期にEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(ほうきよう),宝篋)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(いんとう),印塔)や卵塔も作られるようになった。
戦国の世
　中世末期から近世初頭の間、世は戦乱の時代であった。


　動乱の世の中では、旧秩序の崩壊とともに、当時の国法も無視される。国法の無視は公卿・大名・上級武士のみに許された石造墓の建立を下級武士や一部有力庶民にまで拡大することになった。

　羽合町にも、この期の作成と推定される五輪塔とその部分輪、宝篋印塔とその部分品が相当数ある。

　また約３０センチほどの高さの石に、浮き彫りした石仏がある。これもまた、出土の場所や風化の状況が五輪塔や宝篋印塔と同じことから、中世末か近世初めに作られたと思われる。
江　戸　期
　中世末期から江戸中期にかけての間に羽合町のすべての寺院が開創している。

　浄土宗、浄土真宗、日蓮宗、禅宗等の寺々は主として民衆と一緒に信仰を深めようと努力をした。民衆もまた信仰の深まりとともに寺との関係を深め、教えを受けるとともに、寺を支え寺の充実発展に尽くすようになった。


　加えてキリシタン禁止に基づいて始められた「宗門改め」は、檀家と寺を強い絆で結ぶことになり、檀家の墓碑建立が進行したとされている。


　かくて庶民も墓を建立することになった。
尖頭型（板碑型）
　江戸前期から中期にかけて現れる墓の型は、尖頭型である。上部がとがっていて舟の型に似ている。

位　牌　型
　次いで位牌型が現れ圧倒的に多くなる。
現　　代
　明治になると四角柱型が現れ、大正、昭和と次第にこの型が主流の座を占める。形も大型化する。


　また新しい型も工夫され独得のデザインによる墓も現れてきた。


　また、○○家累代の墓と書かれた、累代墓が大勢を占めるようになり、建立者氏名と建立年月が記されるようになってくる。また墓誌も平成になって少しずつ増え、これに俗名・戒名・法名・死亡年月日・年齢等故人のことを書き記すようになった。
